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開 会 午後７時００分

１．若者議会議長あいさつ

○瀬野和奏議長 若者議会議長の瀬野です。

若者議会条例第６条第１項に基づき、本日の

進行を務めさせていただきます。

ただいまから第１０回新城市若者議会市長

答申を行います。５月の第１回若者議会から

私たちは、若者が活躍できるまちを実現する

べく、様々な活動を行ってきました。８月の

第６回若者議会では、政策中間報告を行いま

した。その後も担当課職員の方々からアドバ

イスや意見をいただきながら話し合い、令和

４年度若者予算事業計画を策定いたしました。

本日は、若者議会市長答申ということで、３

つの事業を説明させていただきたいと思いま

す。

２．事業報告

○瀬野和奏議長 初めに、交流委員会による

「ヤングコネクト事業」です。お願いします。

発表者は、長谷 和奏（ながや わかな）委

員、森田 幸輝（もりた こうき）委員、今

泉 翔帆（いまいずみ しほ）委員です。よ

ろしくお願いします。

○今泉翔帆委員 今から交流委員会「ヤング

コネクト事業」について発表を行います。

よろしくお願いします。

私たち交流委員会は、実現したい新城市の

未来として「市民同士が助け合えるまち ～

市民同士が助け合い、安心して住み続けられ

るまち～」を掲げました。

この未来を目指すにあたり、私たちは新城

市の現状として、コロナやインターネットの

普及により「日常的な交流が減っているこ

と」が問題だと考えました。日々の暮らしや

災害時での助け合い、そして安心して住み続

けられるまちにするには、普段からの日常的

な交流が必要不可欠だと考えたからです。

この問題を解決し、掲げた未来に近づける

ために、私たちは長期的な目標として、市民

が「気づいたら日常的な交流ができているま

ち」を目指します。日常的な交流は気づかな

いうちに自然にできているものだと考え、そ

ういったまちを目指していきたいと考えてい

ます。

そしてそのために、まずは私たちの身近な

存在である若者に、交流の大切さや今地域に

ある交流などを知ってもらう機会を作り、交

流の意識を持ってもらいたいと思います。そ

うすることで、若者を中心に交流が活性化さ

れ、地域での交流も当たり前のようになって

いくのではないかと考えます。そして気づか

ないうちに日常的に地域での交流ができてい

るまちになっていくと考えます。

以上のことから、私たちはターゲットを新

城市民とし、中でも１３歳～２９歳の若者世

代を対象に政策を考えました。

○長谷和奏委員 政策内容としては、情報発

信ツール「ヤングほのか」を作成します。

「ヤングほのか」とは、広報ほのかとは違

った若者目線で伝える｢交流のきっかけ作り｣

になる広報雑誌です。同じ若者だからこそわ

かる若者が必要としている情報や、若者の視

点に合わせた内容を伝えることができ、より

親しみを持ってもらえるのではないかと考え

ます。また、若者に向けて地域で埋もれてい

た情報等を届けることも可能となります。

掲載内容としては、例えば地域のイベント

やボランティア情報、挨拶啓発・防災情報な

どを主に載せていきたいと考えています。詳

細については別紙（掲載内容（案））をご覧

ください。新城市のイベントの情報やボラン

ティア情報などを知らない若者に向けて届け

ていきます。

ページ数は８ページ、サイズは広報ほのか

と同サイズを予定しており、写真も多く掲載

するなど読みやすく持ちやすいものにしてい

ます。
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更新頻度は８月号、１０月号、１月号、４

月号と年に４回作成します。

掲載方法についてはＳＮＳや紙媒体を使っ

て若者を中心に伝えていきます。紙媒体の配

布場所については学校などの公共施設やコン

ビニ・駅を中心に設置します。ただ「ヤング

ほのか」を若者以外の方にも目に触れてもら

うことで、世代間交流のきっかけになること

も期待できるため、若者以外の市民が多く利

用すると思われる場所にも設置する予定です。

○森田幸輝委員 掲載内容の詳細については

今期の交流委員会で案を制作していきます。

実際に来年度雑誌を制作していく際には、来

年度の若者議会のメンバーに協力を仰ぐほか、

ヤングほのかの制作に参加したいと考えてい

る若者をヤングほのかで募集し、より色濃く

若者の意見が反映されるように工夫する予定

です。

ヤングほのかのメリットとしては、このヤ

ングほのかの作成により、交流が促進され新

たな繋がりが生まれると思われます。

例えば、新城市に住む外国人との接し方を

知ることによって、人と人との新たなつなが

りを作ることができます。また、イベント情

報や交流の大切さを知った若者が、自ら交流

したり、活動を起こすきっかけとなり、地域

の活性化につながると考えます。さらには、

ヤングほのかという情報発信手段ができるこ

とによって今まで気づかなかった新城市の魅

力に気づき、市への愛着を持つことが期待さ

れます。

最後に想定される費用としては、印刷製本

費３９万９千円を想定しています。

以上で交流委員会からの発表を終わります。

ありがとうございました。

○瀬野和奏議長 ありがとうございました。

自席にお戻りください。次に、教育・子育て

委員会による「目指せｗｅｌｌ－ｂｅｉｎ

ｇ！プレコンで明るい未来を作ろう事業」で

す。お願いします。発表者は、丸山 綾加

（まるやま あやか）委員、平井 緑空（ひ

らい りくう）委員です。よろしくお願いし

ます。

○丸山綾加委員 これから教育・子育て委員

会「目指せｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ！プレコン

で明るい未来を作ろう事業」について発表を

行います。よろしくお願いします。

この事業では、将来の自分自身の幸せをテ

ーマとし、新城市で安心して子どもを産んで

育てることができること、それによって幸せ

に子育てができることを目的としています。

なぜこのようになったかというと、私たち若

者は子どもを産む・育てるための知識や経験

がなく、そこに至るまでの性教育も不足して

いると自分たち自身が感じるからです。この

原因については、情報を得る機会として、学

校では学べることに限界があること、インタ

ーネットでは信憑性に欠けることなどが挙げ

られ、このことが望まない妊娠や出産、中絶、

ひとり親、ＤＶにもつながってるのではない

かと考えます。

この状況から私たちは、将来親となる若者

が性教育を学べる機会を作る必要があると考

えました。正しい知識を得るだけでなく、命

の大切さにも触れることで、責任ある妊娠・

出産へとつなげることができると思います。

そこで、私たちは２つの政策案を考えまし

た。１つはお出かけ講座の普及、もう１つは

イベントの実施です。

お出かけ講座については、既存で実施され

ている「命の授業」に加え、新設予定の「プ

レコンセプションケア」も取り上げています。

命の授業とは、小学校から高校生までが、各

年代に合わせた内容で命の大切さについて学

ぶことを目的とし、プレコンセプションケア

とは１０代後半から２５歳までを対象に、女

性の生理や出産、妊娠を個人やパートナー同
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士が考えながら自分たちの生活や健康に向き

合っていくことを目的としています。

今回、お出かけ講座を普及するためのター

ゲットとしては、学校の先生、保護者、企業

としており、お出かけ講座を依頼してくれる

人を対象としています。普及方法は、お出か

け講座用の宣伝チラシを作成し、ターゲット

となる方にチラシを配布したり、説明会を実

施したり、ターゲットとなる方が集まる場所

へ出向いて、簡単な周知と説明会の告知を行

ったりすることで、お出かけ講座がどんなも

のなのか理解してもらい、性教育の必要性や

お出かけ講座の活用について周知していきま

す。説明会の開催方法は、現地会場とあわせ

て、オンラインでも参加できるようにするこ

とを考えています。

○平井緑空委員 もう１つの政策であるイベ

ントは「プレコンセプションケア」について

行います。１つ目のお出かけ講座を普及する

事業では、講座の開催依頼がない限り広める

ことが出来ないという欠点をかかえています。

それに対し、この事業ではこちらからイベン

トを開催することで、プレコンセプションケ

アについて教える事ができます。ターゲット

は概ね１６歳から２５歳までを想定していま

す。これはプレコンセプションケアがこの年

齢を対象年齢としているからです。

このイベントの開催について、次年度はモ

デル事業として２回実施し、来場者数の変化

などを調べた後、再来年度以降の開催に繋げ

ていく予定です。また、１回あたりの規模は

１０人から２０人程とし、文化会館での開催

を検討しています。内容としては、プレコン

セプションケアについて学ぶ座学の他、妊婦

ジャケットや赤ちゃん人形を使った体験がで

きるようなものを計画しています。

２つの政策案の費用に関しては、消耗品費、

印刷製本費、会場使用料を計上しています。

消耗品費はアルコール消毒液や除菌シートな

どイベントで必要な消耗品で、１万９千円計

上しています。印刷製本費は、お出かけ講座

概要チラシと説明会開催チラシを学校と企業

に配布する用、プレコンセプションケアイベ

ントポスターとリーフレットを学校・企業の

他、コンビニや駅など人が集まる公共施設に

配布する用で、４４万４千円計上しています。

会場使用料は、イベントを実施する際に必要

な文化会館の使用料で、６千円計上していま

す。

私たち教育・子育て委員会では、これら２

つの政策案を実施することによって、新城市

に住む若者が命の大切さや正しい知識を学べ、

自分自身や相手の心身を守ることができ、将

来の選択肢が広がると考えています。また、

女性だけでなく、男性もお出かけ講座やイベ

ントに参加することで、妊娠や出産、子育て

を女性事ではなく、家族事と捉えるようにな

り、意識の向上・改善が期待されます。

その結果、予期せぬ妊娠等による貧困やＤ

Ｖを未然に防ぐことができ、安心して子ども

を産み、幸せに子育てができるようになり、

新城市で子育てをしたいという人が増えてい

くのではないかと考えています。以上で教

育・子育て委員会の発表を終わります。あり

がとうございました。

○瀬野和奏議長 ありがとうございました。

自席にお戻りください。次に、観光委員会に

よる「家族がつなぐ新城思い出事業」です。

お願いします。発表者は、柏木 清吾（かし

わぎ せいご）委員、石原 壮（いしはら

そう）委員、藤井 成俊（ふじい なると

し）委員です。よろしくお願いします。

○藤井成俊委員 観光委員会「家族がつなぐ

新城思い出事業」の発表を行います。よろし

くお願いします。

私たち観光委員会は「世代を超えて何度も

訪れたくなるまち」を目指し、政策を検討し
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てきました。子どもの頃に新城を何度も訪れ、

思い出をつくってもらい、それが子どもの頃

の記憶として残ることで、子どもが大人にな

ったときに今度は自分の子どもを連れて遊び

に来てくれるという好循環をつくることを目

的としており、最終的には移住や定住にもつ

なげることができたらと考えています。

まず新城市の観光の現状を把握するために、

第２次新城市観光基本計画の策定に向けて実

施されたアンケート調査を参考にさせていた

だきました。このアンケートにあった「あな

たは愛知県新城市について知っています

か。」という質問では、新城市を５年以内に

訪れたことがない愛知県在住の方のうち「知

っている」または「名前だけ知っている」と

回答した方は約９２％であるのに対し、「愛

知県新城市の観光資源で知っているものは何

ですか。」という質問では約３９％の方が

「知っている観光地はない」と回答していま

す。また、１つ以上観光資源を知っている人

の中でも湯谷温泉や鳳来寺山などと回答して

いる方は比較的多いですが、知られていない

観光資源も多くありました。

私たちはこの調査の結果から、新城市とい

う名前は県内で十分に知られていることがわ

かりましたが、このまちの魅力を知っている

人はまだまだ少ないと感じました。そこで、

まずは近くのまちの人に新城の観光の魅力を

知ってもらうことで新城の観光客を増加させ

るとともに新城を豊かにすることを目指しま

す。

子どもに思い出をつくってもらうため、タ

ーゲットは愛知県内と浜松市の子ども連れの

家族としました。親に対してＰＲを行い、子

どもを主体に楽しんでもらう計画です。子ど

もの年齢については、記憶が残りやすい小学

校低学年くらいを想定しています。

○柏木清吾委員 今発表させていただいた目

的とターゲットを軸とした政策として、私た

ちはＹｏｕＴｕｂｅの動画広告機能を活用し

たＰＲの実施を提案します。

まずはスライドの表を御覧ください。これ

は総務省情報通信政策研究所が実施した「令

和２年度情報通信メディアの利用時間と情報

行動に関する調査」から引用したもので、主

なＳＮＳの利用率を年代別で表しています。

この表から、他のＳＮＳと比較してＹｏｕＴ

ｕｂｅの利用率が全年代において高いことが

わかります。ターゲットである親世代にも利

用者が多いため、多くの方に見てもらうこと

ができます。ＬＩＮＥについても同じく利用

率が高いですが、ＬＩＮＥは情報を得る手段

というよりは、あくまで連絡手段として利用

されているものだと考えられます。この調査

の結果から、スマホで情報を得る機会が多い

現代において効果的なＰＲを行うことができ

るＳＮＳを利用し、その中でもとくに利用率

の高いＹｏｕＴｕｂｅを活用するのがよいと

考えました。

しかし、ＹｏｕＴｕｂｅには欠点がありま

す。それは視聴者自らが検索等をして見よう

としなければ見られないということです。市

のＹｏｕＴｕｂｅチャンネルでもいくつか動

画が投稿されていますが、その視聴回数は数

百回から多いものでも９千回弱です。そこで、

もっと多くの方に見てもらうために私たちが

考えたのがＹｏｕＴｕｂｅの動画広告です。

ＹｏｕＴｕｂｅ動画広告とは、動画を視聴

する前や途中に流れる広告のことです。これ

を利用することで、自ら能動的に見ようとし

なければ見られない通常の投稿とは異なり、

受動的に動画を見てもらうことができます。

さらに、広告を流すエリアや年齢、興味・関

心などをもとにターゲットを絞り込むことが

できるためピンポイントで新城市を知っても

らうことが出来ます。実際にこのＹｏｕＴｕ

ｂｅ動画広告は他の地方公共団体でも活用さ

れている事例があり、例えば佐賀県佐賀市で

は２０１７年に最寄りの空港に直行便が就航
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している国をターゲットに、約２千６５０万

円を広告配信費として動画広告を実施してい

ます。広告配信後に観光案内所で外国人を対

象に行ったアンケートで２３．７％の人が動

画を見たことがあると回答していることから、

実際に「来る」というアクションにも効果が

あると考えられます。

今回は小学校低学年の子どもを持つ愛知県

と浜松市の親を広告のターゲットとして設定

します。スライドの表が実際に広告業者の方

にシミュレーションしていただいたものにな

ります。今まで新城市で同様のＳＮＳ広告を

実施したことがないことから、今回は試験的

に目標視聴回数を２０万回として配信を行い、

今後の市でのＳＮＳ広告利用や新しい可能性

にも期待できると考えています。

○石原壮委員 ＹｏｕＴｕｂｅの動画広告を

実施するのに伴い、広告配信用の観光ＰＲ動

画を作成します。新城市の観光スポットであ

る新城総合公園、もっくる新城、山びこの丘

を主として家族が楽しんでいる様子や新城市

の良さが伝わる動画にしたいと思っています。

新城市の観光資源のみを映した動画は既に市

のＹｏｕＴｕｂｅに投稿されていますが、よ

り多くの人に最後まで見ていただけるよう観

光資源の映像にプラスαとなるものを検討し

たところ、家族をテーマとした感動するスト

ーリー仕立ての動画を作成することになりま

した。さらに、動画の中で子ども達が楽しん

でいる様子を映すことで子ども連れの家族が

共感しやすい動画となり、「新城市に子ども

を連れて行きたい」と思っていただくことで

実際のアクションに繋げられると考えました。

動画の出演者については役者の方に依頼する

ことも考えていましたが、多額の予算が必要

となること、また、公開期限があることから

市内で公募を行う予定です。演技をしていた

だくというよりは、純粋に楽しんでいる様子

を映すことができたらと考えています。

次に市へのメリット・効果についてです。

ＹｏｕＴｕｂｅで動画広告を行うことにより、

半強制的に新城の広告を見てもらうことが出

来ます。また、ＹｏｕＴｕｂｅ広告はエリア、

年齢、興味・関心などからターゲットを詳細

に絞って流すことができるため、従来の広告

手段よりも効率的かつ的確にターゲットに広

告を届けることができ、家族連れ観光客の増

加が期待できます。新城市としても初めての

試みとなるため、今回の事業をきっかけとし

て今後の市のＰＲ活動の新たな選択肢の１つ

となります。さらに視聴データから効果など

を検証することができるため、今後市でＳＮ

Ｓ広告等を利用する際に活かすことができま

す。

最後に想定される費用についてですが、Ｙ

ｏｕＴｕｂｅ宣伝広告委託費として百万円、

観光ＰＲ動画企画運営委託費として１５万千

円となっています。

以上で観光委員会の発表をおわります。あ

りがとうございました。

○瀬野和奏議長 ありがとうございました。

自席にお戻りください。

○松下市民自治推進課長 それでは、３つの

事業の説明が終わりましたので、若者議会か

ら市長に答申を行いたいと思います。若者議

会議長は質問席へ、市長は演壇へ移動をお願

いいたします。

３．答申

◯瀬野和奏議長 若者総合政策の実施に関す

る答申書。新城市若者議会は、若者総合政策

の実施に関して、令和５年度若者予算事業計

画を策定しましたので、新城市若者議会条例

第２条第１号に基づき、以下のとおり答申し

ます。令和５年度新城市若者予算予算総額

２，０１９千円。

１．ヤングコネクト事業３９９千円。



－7－

若者を中心とした地域での日常的な交流の

活性化を目的に、若者の交流が促進される情

報を掲載した若者向け情報誌の作成及び配布

を実施します。

２．目指せｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ！プレコ

ンで明るい未来を作ろう事業４６９千円。

安心して子どもを産み、育てることができ

る新城市を目指し、将来親になる若者が性教

育について学べる機会として、性教育に関す

るお出かけ講座の周知及びイベントを実施し

ます。

３．家族がつなぐ新城思い出事業１，１５

１千円。

世代を越えて何度も訪れてもらえる新城市

を目指し、家族をテーマとした動画を作成し、

動画共有サイトにおけるインターネット広告

を配信します。

令和４年１１月８日。新城市長下江洋行様。

新城市若者議会議長 瀬野和奏。

４．市議会議長あいさつ

○瀬野和奏議長 それでは、続いてお忙しい

中ご出席いただきました、長田市議会議長様

からごあいさつをいただきたいと思います。

○長田共永市議会議長 ようこそ議場へ。

君たちの顔を見るのは久しぶりで楽しみに

本日やって参りました。

そして、本日この中にもメンバーがおるん

ですが、有教館の生徒会に呼ばれて、有教館

高校の後夜祭に行き、瀬野議長とツーショッ

トの写真を撮りました。非常に気分は良いわ

けなんですが、それで君たちの報告内容、答

申をすべて、もろ手で賛成するとはいきませ

んので、改めてよろしくお願いしたいと思い

ます。

今日は４４２年ぶりの皆既月食と天王星食

で、今天体ショーが行われております。その

様子を今見られた方。まだそんな余裕がない

と、そうした緊張した姿に私は好感が持てま

す。そして、次にその天体ショーが行われる

のは３２２年後、２３４４年です。そうした

中で４４２年前というのは、１５８０年です。

１５７５年の長篠の戦い、１５８２年の本能

寺の変、その後、当時の若者はどういった考

えでいたんだろう。そして、３２２年後の２

３４４年のこのまちの若者は、どんな姿でい

るんだろう。そんなことを思いながら、この

会場に来ました。

事業の個別の内容は、また各議員とお話す

る機会があると思いますが、１点ずつぐらい

は少し講評のほうをさせていただきたいと思

います。

交流委員会の皆様に提案していただいたヤ

ングコネクト事業。ヤングほのかの作成とい

うことでございます。若者というのは、いつ

の時代においても時代を担っていく中心の人

物であることは言うまでもありません。例え

ば、川崎市において若者文化のまちづくり、

そうした部分でまちづくりを進めていく計画

があります。そんな中、ほのかという情報ツ

ールを通じて発信するのであれば、若者文化、

君たちは今何を考えている、そうした中で、

若者らしい、例えば、様々なありきたりのこ

とでもいいが、１点は好ましい若者、我々は

こう思ってる、そんな部分を明確に出してい

ただくと嬉しいのかなというふうに思ってお

ります。

教育・子育て委員会の皆様、これは本当に

デリケートな問題でございます。明るい未来

を作るのは、先ほど言ったように君たちです。

このまちが、そしてこの国に、大げさな言い

方をすれば、この星が良くなるのも、君たち

若者次第です。そうした中、明るい未来を作

ろうということでございますが、今、正確な

数字ではないのかもしれないが、１７人に１

人はヤングケアラーという負の部分もある。

ヤングケアラーという言葉を君たちは知って

いるかと思いますが、そうした中で、そうし

た子どもたちは、当然学業にも影響があるし、
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友人をつくれない。また、健康面も当然考え

ていかなければいけない。就職の機会も同じ

ようにないのかもしれない。明るい未来をつ

くるのにそうした考えを持つ一方で、そうし

た若者もいる。アンテナを広く、そのために

明るい未来、どんな形でもいいが、作ってい

くように君たちなりにアンテナを広げてほし

いと思います。

観光委員会の皆様でございますが、観光委

員会というのは、観光というのは、もう若者

議会において何度も出ている。料理の世界で

こうした言葉があります。「まずい食材はな

い。それを料理する下手な料理人がいるだけ

だ。」それは市長のことでも議長のことでも

ない。それは、このまちに多くの観光資源が

ある、これを生かしきれてないのが、もちろ

ん先ほど言ったように、市長のせいではない

と言ったんですが、行政の責任かもしれない

し、議会の責任かもしれない。そんな中、君

たちなりにこのまち、そしてこの地域にある

観光資源、若者らしい切り口で、日を当てて、

日の当たる場所で、ＹｏｕＴｕｂｅという形

でもいいし、まあどんな形でもいいですが、

ＳＮＳ、そうした形をとっていただければ幸

いです。

また各議員とお話する機会があるかと思い

ますが、そのときにまたそれぞれの議員がお

話をすると思います。君たちの考えた計画が

実を結ぶように、まず心から祈ります。

改めて、最初にこの議場でご挨拶したとき

に、新城における若者条例、若者議会条例と

いうのを読んでほしいと、改めて目を通して

ほしいと、議長からお願いしたいと思います。

若者議会条例。この目的はもう皆様読んでい

ただいてるんで十分わかっているかと思いま

すが、どのまちにおいても、君たちは資源で

あり、財産です。そんな中で、改めて言いた

いことは、それぞれの委員会の計画が、もし

議会で否決された、予算がつかなかったら、

クラウドファンディング。例えば、キャンプ

ファイヤーを、手法でも何でも結構です。そ

うした形でもやっていくんだという心意気ぐ

らいは持っていてほしいと思います。

そして、最後にしますが、市民の権利に、

これも最初にお話したように、陳情と請願と

いうふうに方法があります。議会に対する、

これは市民から、当然、権利として出せる手

法の一つですが、ぜひですね、議会のそれぞ

れの常任委員会に堂々と陳情、そして請願と

いう形でぶつかってきてほしいと、そんな思

いを持ちながら、本日の歓迎のあいさつとし

たいと思います。

本日はありがとうございました。

４．市長あいさつ

○瀬野和奏議長 ありがとうございました。

最後に、下江市長からごあいさつをいただき

たいと思います。

○下江洋行市長 先ほど、瀬野議長から交流

委員会、教育・子育て委員会、観光委員会の

３つの事業が記載されました令和５年度新城

市若者予算事業に関する答申書を受け取りま

した。５月に始まりました、所信表明から始

まりました若者議会で、これまで皆さん熱心

に協議、検討を重ねてくださいまして、皆様

のそうした思いが詰まった答申として、しっ

かりと受けとめさせていただきます。

また、答申書と同時に、今この議場で皆様

からは各事業についての説明も聞かせていた

だきました。

まず、はじめの交流委員会による「ヤング

コネクト事業」でありますけれども、皆様が

お住まいの地域、また市内の各所で日常的な

交流を促進させるために、まずは皆様の身近

な同世代の若者に目を向けまして、若者から

交流を活性化してもらおうとする事業であっ

たと思います。これは、皆様若者だから感じ

ている視点、また欲している情報、それが必

ず活かされる事業だと感じました。それぞれ
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の地域の皆さんの、また皆さん若者同士の助

け合いや支え合いもまずは交流から始まると

思います。交流のきっかけづくりとして、性

別、また年代、そして国籍を越えた交流のき

っかけづくりとして、このヤングほのかが役

立つことを期待しております。そして、この

ヤングほのかでこの教育・子育て委員会によ

る事業、また観光委員会による事業もしっか

りとＰＲしていただいて、３つの事業が有機

的に発展していく、実行されていく、そうい

うことも併せて期待しております。

次に、教育・子育て委員会による「目指せ

ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ！プレコンで明るい未

来を作ろう事業」です。新城市に住む皆様、

そして若者が安心して子どもを産み、育てる

ことができるように、まずは命の大切さ、尊

さ、また男女の体の仕組み、自分、相手を守

ること等の性教育について正しく学べる機会

をつくろうという事業だと思います。自分自

身の将来の幸せのためにも、このテーマに基

づいて、まさに皆様若者が将来幸せに暮らし

ていくために何ができるのか、そういうこと

と向き合って考えられてきた事業だというふ

うに思っております。性についての正しい知

識は必要ですし、皆様の家庭でも、ごく普通

の家庭でも、学校でも性のことが普通に話せ

る、そういう環境が必ず必要だというふうに

思っております。東三河の小学校、中学校、

義務教育で性教育について産婦人科の先生が

授業を行っている、そんな学校もございます。

皆様が性、性教育に、また安心して子どもを

産み、育てることができるようなまちづくり

のために、こうした着眼点で事業を考えてく

ださったことに大変ありがたく思います。そ

してプレコンセプションケアなどのお出かけ

講座の普及など、斬新な取組が皆様若者の将

来への希望と自信につながることを大いに期

待しております。

最後に、観光委員会による「家族がつなぐ

新城思い出事業」です。着眼点が大変おもし

ろいなと、いいなというふうに思いました。

子どもの頃に新城でつくった思い出、私も思

い起こせば、家族と静岡県の伊豆に小学校の

ときに行った思い出は、もう一生忘れられな

い、自分にとってはもう宝物のような思い出

であります。そうした経験を、思い出づくり

を家族で、この地でしてもらおうという１つ

の仕掛けを考えてくれた、このアイデアに大

変感心しました。そして、今まで市では行っ

たことがないＳＮＳ、ＹｏｕＴｕｂｅの動画

広告という手法、これで新城の観光ＰＲをし

ようという、ある意味１つのテストケースに

なるのかなというふうにも思います。大変期

待もしてますし、注目をしております。この

新城市は、ジブリパークが開園したばかりで

ありますけれども、まさにジブリの世界感を

本物の大自然の中で体感できる、そうした素

晴らしい自然があります。そんなことも念頭

に置いて、このＹｏｕＴｕｂｅの動画を作る

際に、アイデアを、知恵を絞っていただける

ときっと良いものができるのではないかなと

いうふうに思いますし、何よりも動画を作る

作業大変楽しいんじゃないかなと思います。

皆さんがこの地域の良さを、この動画を作る

作業で、再発見したり、また新しいこの地域

の価値に気づいたり、そんなことを、そんな

経験を重ねながらできた動画は、大変良いも

のになると思いますし、皆さんにとっても、

貴重な経験になるというふうに思います。そ

して、最後になりますけれども、このターゲ

ットと観光委員会によりますこの提案につき

ましては、ターゲット、そして年代も含めて、

そしてエリア、浜松市ということでございま

す。そうした具体的に、漠然とやるのではな

く、ターゲットを絞ってやるというところに

成果があらわれるかどうかはっきりと結果が

出るのかなというふうに思っておりますので、

ぜひ期待をしております。頑張ってください。

いずれの、今、３つの事業も皆様若者がこ

のまちをより良いまちにしたいという思いで
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作り上げてくれたものであるというふうに思

います。新城市には、若者である皆さんの力

が必要です。これからも市のために共に力を

合わせてまちづくりを進めていければという

ふうに私も思っております。

また、今年度も新型コロナウイルスの影響

を受けての活動でありました。そうした中で、

本日の答申を迎えられるまで、大変なご苦労

だったと思います。改めて皆様に感謝の気持

ちを伝えると同時に、皆様若者の力を実感し

ております。

本日報告をいただきました３つの提案につ

きましては、令和５年度、来年度の予算編成

事業の中に組み込ませていただきます。今後、

新城市全体の事業と予算を調整し、来年の３

月には新城市議会に予算案として提案をいた

します。そして、その予算は議会で審議され

まして、議決をいただければ、お認めいただ

ければ、来年度から事業を実施していくとい

う流れになっています。そのためにも、私ど

も執行部は皆様のご提案を正しく、正確に理

解をし、また尊重し、丁寧に議会にも説明を

して参りたいというふうに思っております。

結びになりますが、本日のこの日を迎える

までに、市外委員の皆様、またメンターの皆

様、何よりも皆様を温かく見守り、応援をし

ていただいた家族や学校の先生、そして皆様

の仲間、多くの方の支えがあったかと思いま

す。その皆様への感謝の気持ちを忘れずに、

これからも活動に力を入れていってほしいと

思っております。

皆様、本日は大変お疲れ様でした。ありが

とうございました。

○瀬野和奏議長 ありがとうございました。

無事に市長答申がおわり、ほっとしています。

今回答申した３つの事業が実を結ぶよう願っ

ています。委員の皆さん、より一層気を引き

締めて今後の委員会も頑張っていきましょう。

これをもちまして、第１０回新城市若者議

会市長報告を閉会させていただきます。

閉 会 午後７時５０分


